
福岡女子短期大学単位認定規程 

 

 

 （趣旨） 

第１条 福岡女子短期大学（以下「本学」という。）の学生に係る試験、単位の認定

及び成績評価等については、本学学則等他に別段の定めがあるもののほか、この規

程の定めるところによる。 

    

(履修) 

第２条 学則第２９条の規定により卒業の認定を受けようとする者は、学則第２８

条に規定する別表第１に従って所定の単位を修得しなければならない。 

２ 学生が、１の学期に履修できる単位数は、教職課程等の免許科目を除き３０単

位を限度とする。       

３ 前項２にかかわらず、２年次は前年度、1 年次は前学期のＧＰＡが３．０以上

の成績優秀者の１の学期に履修できる単位数は、教職課程等の免許科目を除き、

３５単位を限度とする。 

 

（単位の認定及び授与） 

第３条 授業科目（以下「科目」という。）を履修し、試験に合格した者には、所定

の単位を与える。 

２ 学生は、前項の規定にかかわらず、授業料等学生納付金を滞納した場合は、納付

を完了するまでの間、受験した全ての科目について単位の認定を受けられない。 

３ 既修得単位の取消し及び更新は、認めない。 

 

 （試験） 

第４条 試験は、当該科目の授業終了の学期末に行う。 

２ 試験は、筆記試験、口述試験及び実技試験とする。ただし、指示されたレポート

の提出によって、これに代えることがある。 

３ レポートの提出要領については、別に定める。 

 

 （試験の区分等） 

第５条 試験は、定期試験、追試験及び再試験とする。 

２ 前項の各試験の監督は、原則として当該科目担当教員が行う。 

 

 （定期試験） 

第６条 定期試験は、学期末にそれぞれ期日を定めて行う。 

２ 定期試験の期日等は、試験開始日７日前に掲示する試験時間表により通知する。 

３ 定期試験を病気等で欠席する場合は、当該試験日時の直前までに受験できない理

由を履修支援課へ連絡（電話連絡を含む。）しなければならない。ただし、連絡が



不可能な場合は、当該試験科目の試験終了後３日以内に、受験できなかった理由を

履修支援課へ連絡しなければならない。 

４ 前項の連絡を行わなかった者については、単位放棄とみなす。 

 

 （受験資格） 

第７条 欠席時数が、当該科目開設時数の３分の１を越えた者については、原則とし

て定期試験の受験を認めない。 

 

 （追試験） 

第８条 病気その他やむを得ない理由により定期試験を受験できなかった者について

は、追試験を行う。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験受験希望者」という。）は、原則と

して定期試験終了後３日以内に、別表に掲げる欠席理由に係る証明書等を履修支援

課へ提出しなければならない。 

３ 前項に定める証明書等を提出しなかった者は、追試験の受験を認めない。 

４ 追試験の追試験は、原則をして行わない。追試験を理由なく欠席した者は、単位

放棄とみなす。 

 

 （追試験の手続等） 

第９条 追試験受験希望者は、追試験願を履修支援課へ提出し、追試験シール（以 

下、この条において「シール」という。）を受領するものとする。 

２ シールは、答案用紙又はレポートの表紙の右上の貼付するものとする。 

３ シールを紛失した者は、再発行手数料１００円を会計課に納付し、履修支援課か

らシールを受領するものとする。 

４ シールの貼付されていない答案用紙又はレポートは採点しない。 

 

 （再試験） 

第１０条 定期試験で不合格になった科目については、再試験を行うことがある。 

２ 再試験の追試験は、原則として行わない。再試験を理由なく欠席した者は、単位

放棄とみなす。 

 

 （再試験の手続等） 

第１１条 再試験を受験しようとする者（以下「再試験受験希望者」という。）は、  

再試験願を履修支援課へ提出し、指定された期間内に再試験料１，０００円を会計 

課へ納付した後、履修支援課から再試験シール（以下、この条において「シール」 

という。）を受領するものとする。 

２ その他この条において、第９条第２項から第４項の規定を準用する。 

 

 （受験上の心得） 



第１２条 第４条第１項に定める各試験を受験する者は、次の各号に掲げる事項を守 

らなければならない。 

 (１) 学生証を監督者の指定する場所に提示すること。 

 (２)  下敷き、筆入れ等の筆記用具は持ち込まないこと。 

 (３)  鉛筆、ボールペン等の持ち込みを許可された以外の所持品は、指定された場所に 

置くこと。 

 (４) 筆記用具の貸借は行わないこと。              

 (５) 持ち込みを許可された資料の貸借は行わないこと。 

 (６) 質問があるときは挙手すること。 

２ 試験開始後１５分以内の遅刻及び３０分以降の退場は認めるものとする。 

 

 （仮学生証） 

第１３条 受験に当たって、学生証を携帯していない者は、仮学生証発行手数料 100 

円を会計課へ納付し、学生支援課から仮学生証の発行を受けた後、受験するものと 

する。 

２ 前項の仮学生証の有効期限は、当日限りとする。 

 

 （試験成績） 

第１４条 第４条第１項に定める各試験の成績は、次の各号の定めるところによる。 

  (１) 定期試験の成績は、最高１００点とする。 

 (２) 追試験の成績は、最高９０点とする。ただし、学外実習を理由に追試験を受験し

た場合は、最高１００点とする。 

 (３) 再試験の成績は、最高６９点とする。 

 

 （成績評価） 

第１５条 履修した科目の成績評価は、試験及び授業成績によって行う。 

２ 成績評価は、S、A、B、C、Dの評語で表示し、次の基準によるものとする。 

  (１)  Ｓ  １００点～９０点 

    (２) Ａ  ８９点～８０点 

    (３) Ｂ  ７９点～７０点 

    (４) Ｃ  ６９点～６０点 

    (５) Ｄ  ５９点以下 

３ 前項の基準により、Ｃ以上の成績評価を得たものを合格とし、Ｄを不合格とす

る。 

４ 学則第３２条から第３４条の規定に基づき、学生が他大学等で履修した授業科目

等について、本学における履修とみなし単位を与える場合は、「認定」により表すも

のとする。 

５ 単位認定規程第 17 条に該当する者及び学生が履修を中止した授業科目は、「失

格」により表すものとする。 



 

（グレード・ポイント・アベレージ） 

第１６条 学業成績を測る基準として、成績評価に加え、履修科目の成績の平均値グ

レード・ポイント・アベレージ（以下「ＧＰＡ」という。）により評価を行う。 

２ ＧＰＡによる評価は、成績評価 Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ を ４、３、２、１、０

の 5段階のグレード・ポイント（ＧＰ）に換算して単位数を掛け、その総和を総単

位数で割って得られる１単位当りの平均ポイントとする。 

３ ＧＰＡは、学生の学修指導、卒業判定等の基準として活用する。 

４ ＧＰＡに関する必要な事項は、別に定める。 

 

 （不正行為） 

第１７条 試験に不正があった者に対しては、当該科目を失格とする。 

 

 （雑則） 

第１８条 この規程に定めるもののほか、試験、単位の認定及び成績評価等に関し、

必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則（平成１３年３月５日） 

１ この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 

２ 単位認定規程（昭和５７年４月１日）は、廃止する。 

  附 則（平成２１年１２月１６日） 

１ この規程は、平成２１年１２月１６日から施行する。ただし、第１４条の改正規

定は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第１４条に規定する成績評価は、同条の規定にかかわらず、この規程の

施行日前に入学した学生については、なお従前の例による。 

  附 則（平成２２年７月２８日） 

 この規程は、平成２２年７月２８日から施行する。ただし、平成２２年４月１日入

学生より適用する。  

   附 則(平成２３年１２月２１日) 

  この規程は、平成２３年１２月２１日から施行する。 

附 則（平成２８年８月２４日）  

 この規程は、平成２８年８月２４日から施行する。 

 附 則（平成３０年１２月１４日）  

 この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附   則（令和元年９月２７日） 

 この規程は、令和元年９月２７日から施行する。 

 

 

 



別表（第 8 条第２項関係） 

欠席理由 証明書等 

病  気 
医師の診断書又はそれに代わる証明書、若しく

は本学保健室の診療記録 

学外実習 
履修支援課の証明 

 

編入学試験 
同上 

 

就職試験 
受験企業等又はｷｬﾘｱ支援課の証明 

 

交通渋滞等 
公共交通機関の発行する証明書 

 

２親等以内の

親族の忌引 

父母又は保証人並びにそれに代わる者の証明書 

（日数は履修支援課へ問い合わせること） 

その他 
欠席の理由を証明又は説明できるもの 

 

 


